
第
１
病
棟
看
護
師
長

木
村

美
和
子

各
地
で
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
夏
も
終
わ

り
、
日
ご
と
に
秋
も
深
ま
って
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
八
雲
病
院
で
は
理
事
長
・病
院
長
と

し
て
角
南
眞
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。
「こ
こ
ろ

の
声
を
大
事
に
し
ま
す
」と
い
う
法
人
の
理
念
は

変
わ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
気
持
ち
も
新
た

に
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
八
雲
病
院
周
辺
の
環
境
も
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
道
４
３
２
号
大
庭
バ
イ

パ
ス
を
軸
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま

り
、
田
ん
ぼ
だ
った
所
が
道
路
に
な
り
、
周
辺
に
は

新
し
い
商
業
施
設
が
立
ち
並
び
始
め
ま
し
た
。
慣

れ
親
し
ん
だ
景
色
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、
少
し
寂

し
い
気
持
ち
も
し
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
へ
の
流
れ

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
精
神
科
医
療
で
も
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中

心
へ
と
移
行
す
る
よ
う
国
の
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
近
年
、
退
院
支
援
・退
院
調
整
の
取
り

組
み
が
具
体
的
に
広
が
って
い
ま
す
。

さ
て
、
私
の
勤
務
し
て
い
る
精
神
科
療
養
病
棟

で
は
、
長
期
間
の
治
療
や
療
養
が
必
要
な
方
が
入

院
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
療
法
や
日
常
生
活
に
必

１ 

要
な
ス
キ
ル
の
訓
練
な
ど
、
個
々
の
目
標
に
沿
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
病
棟
で
す
。
患
者
さ
ん
の

中
に
は
、
長
い
入
院
生
活
の
間
に
加
齢
や
身
体
疾

患
の
併
発
な
ど
も
加
わ
り
、
地
域
で
の
生
活
に
戻
る

こ
と
へ
の
不
安
か
ら
、
精
神
的
な
不
調
が
再
燃
す
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん

が
再
び
希
望
を
持
っ
て
治
療
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
大
き
な

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
退
院
を
目
標
に
し
て
頑

張
る
様
子
を
見
た
り
、
前
向
き
な
気
持
ち
へ
の
変

化
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
看
護
者
と
し
て
の
大
き

な
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
退
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
、
私
た
ち
病

棟
ス
タ
ッ
フ
を
見
る
と
元
気
に
声
を
か
け
て
近
況
を

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
入
院
生
活
と
は
違
い
、
生

活
力
を
高
め
、
い
き
い
き
と
地
域
生
活
を
営
ん
で
お

ら
れ
る
話
を
聞
く
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
い
も
の

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
か
を
常
に
模
索
し
な
が
ら
、
今
後
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
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２ 

まで見送りに出て、タクシーの運

転手さんに「よろしくお願いしま

す」と帰るご家族の心配までされ

る方もいらっしゃいます。認知症

のケアはチームでの取り組みが必

要です。介護職や医療職、そして何

より、ご家族のご理解とご協力が

不可欠です。ともすれば退屈に思

われがちなグループホームでの生

活が、よりよきものになるように、

身近なご家族のお力添えをお願い

致します。 

今はやれていない事は何な

のか、またどうすればそれ

が出来るのかを観察しなが

ら、お一人お一人にあった

介護計画を基に各方面との

連携をとりながら日々の生

活のお手伝いをしていきま

す。 

 役割としてやって頂ける

事はないか、出来て少し得

意になれる事はないか、皆

で考えながら、気づいた事

から普段の生活の中に取り

入れていき、施設での生活に満足

感をもって頂ける努力をしていま

す。 

 それでも単調になりがちな日々

のなかでは、時に不安になる方も

あり、少しでも楽しみをもって頂

きたいと、各方面のボランティア

の方々にもご協力をお願いしてい

ます。 

 昔懐かしい紙芝居や

ハーモニカ演奏、着物姿

の踊りや、かわいい犬た

ちとのふれあいのアニ

マルセラピーなど、自然

と表情がやわらぎ笑顔

がこぼれます。しかし、

これもご家族が来所さ

れた時の表情にはかな

いません。面会に気づい

てとても嬉しそうな笑

顔になる方、普段はあま

り動かれないのに玄関

 グループホームは少人数の家庭

的な雰囲気の中で共同生活をしな

がら、顔なじみのスタッフから日

常のケアを受けることで認知症の

緩和を図ることを目的としていま

す。 

 対象となるのは要支援２以上の

介護を必要とする認知症と診断さ

れた方で、少人数による集団生活

を送るのに支障のない方となって

います。認知症であっても、「自分

らしく」「自分の力を存分に発揮し

ながら」「なじみの地域の中での尊

厳のある暮らし」の実現を目指し

ています。 

 雲陽の里は医療法人の中にあっ

て、唯一介護保険の施設であり、治

療でも訓練でもない生活の場で

す。ご家族のご意向やご本人の思

いを伺い、何が出来ていて何が出

来ないのか、習慣にしている事は

何なのか、能力的には出来るのに

桜を楽しみつつお茶を一服

セラピー犬に皆さん大喜び

サツマイモ、今から収穫が楽しみです



３ 

 当施設は、家庭的な雰囲気の中

でご利用される方の人生の経験や

能力を最大限生かしながら生活で

きる事で、認知症の進行を緩やか

にする事を目的に生活をおくって

頂いております。 

○定員：9人 

（全部屋個室、2人で2室が利用で

きるお部屋もあります） 

○職員体制：管理者、介護計画作成

担当者、介護職員（計７人） 

○利用対象者：要支援２～要介護

５に認定され、中程度の認知症疾

患を有し、次のいずれにも該当す

る方。 

①家庭での介護が困難な方 

②おおむね自立が出来ており、     

共同生活を送るのに支障のない

方 

○サービス内容： 

①介護計画作成 ②食事  

③入浴     ④介護  

⑤レクリエーション  

⑥相談援助サービス  

⑦その他 

 日課などは決まりがありません

が、利用される方の選択と自己決

定が優先され、自由な生活を送る

ことが出来ます。個々の生活リズ

ムに配慮しながら対応し、能力を

生かした援助をおこなう事で張

り合いのある生活の場を提供し

ています。 

○健康管理について：通院などが

必要になった場合、ご家族の方に

連絡しますのでかかりつけの病院

への受診をお願いしております。

ご要望があれば当施設の協力医療

機関でも対応させて頂けます。協

力医療機関：八雲病院 

○面会・外出・外泊について： 

面会時間は自由です（ただし安

全管理上、玄関は夜8時から朝7

時まで施錠させて頂いていま

す）。外出・外泊は原則自由で

すが、事前に職員にご相談頂く

ようお願いしております。ご家

族の方が雲陽の里に宿泊する

こともできます。 

○料金について 

お問い合わせください。 

℡  0852-23－3700 

     （担当：花田） 

雲陽の里紹介

 今回はマナーや接遇に関するクイズを集めました。 

１ 職場の上司と食事に行くことになりました。好きな物を注文してよいと言わ 

 れたら何をオーダーしたらよいでしょうか？１－３からお選びください。 

  １．一番高いものを選ぶ 

  ２．一番安いものを選ぶ 

  ３．中間どころを選ぶ 

２ タクシーに乗車する際、上座の席はどこでしょうか？社用車の場合、上座の 

 席はどこでしょうか？ 

３ 私は階段を下りていたところ、下から上司が上がってきました。どこで挨拶 

 すればよいでしょうか？１－３からお選びください。 

  １．姿を見た時に遠くからでも挨拶する 

  ２．上司と並ぶ時まで歩き続ける 

  ３．上司が気付いたら軽い会釈3～4段のところで待機する 

(答えは4ページ下）
2病棟リハ活動作品 

「ひまわり」 

か
お
る
さ
ん
の
ミ
ニ
ク
イ
ズ



きました。小さな社会がデイケア

や施設の中で形成されており、社

会に出るための訓練ができている

のだと感じました。 

 コスモスやビ・フレンディング

ではボランティアの方や職員が食

事を作っており、生活の中の温か

さを感じました。 

 それぞれが、自立した生活に繋

がる訓練や生きがいの場所になっ

ているということがよく分かりま

した。 

（松江高等看護学院３人）

初夏の日に笑顔     

あふれたドッジビー 

４ 

 先日は、精神施設訪問において

ご多忙中にも関わらず丁重なご指

導を頂き、誠にありがとうござい

ました。施設訪問を通して、精神障

がい者という一つのくくりでとら

え関わるのではなく、地域で暮ら

す生活者であり、一個人として接

していくことが大切だと気付かさ

れました。さらに、授業だけで学ぶ

のではなく、実際に目で見て触れ

て肌で感じることで、自分の成長

につながりました。 

 施設訪問前は、精神疾患がある

人へのマイナスなイメージを持っ

ており、どう接していけば良いの

か戸惑いました。ですが、通所され

る皆さんがいきいきと素敵な笑顔

で私たちに接してくださり、その

ことが精神疾患がある人に対する

私たちのイメージが変化するきっ

かけとなりました。大変有意義な

時間を提供して頂き、本当にあり

がとうございました。 

（島根県立大学看護学部６人） 

 利用者間でトラブルもあると聞

あじさいの会とは、八雲病院に通院中の患者さんと職員が自主的

に集まり、イベント等を計画して、それを通じて「友達の和」を

広げて行きましょうというソーシャルクラブ（外来患者さんの交

流会）です。 

３ページクイズの答え １→３ ２→タクシーは運転席後ろ。社用車は助手席。 ３→３

たまごさんからの 

お便り

 あじさいの会 

6月7日の日曜日に、今年度最初

のあじさいの会を企画し、軽ス

ポーツであるドッジビーをサンレ

イクで行いました。 

このドッジビーは、ボールのか

わりに柔らかいディスクをドッジ

ボール形式で投げ合うというス

ポーツです。 

こう聞くと簡単そうに聞こえま

すが、実際にやってみると、なかな

か狙い通りまっすぐに飛んでいっ

てくれません。 

相手チームの投げたディスクを

見事にキャッチして、当てるチャ

ンスだと思って投げても、コート

の外に飛んでいってしまう事があ

ります。 

逆に、簡単に取れそうなディス

クの軌道が急に変わってしまい、

キャッチできないという事もあり

ます。 

外野の選手の応援を受けなが

ら、内野ではコートの中をディス

クに当たらないように常に動き回

り、ゲーム中は笑い声があふれて

とてもにぎやかでした。 

「疲れたけれど楽しかった」と

の感想を頂きました。 

あじさいの会は色々な企画をし

ますので、興味を持たれた方はぜ

ひ一度参加してみてください。 

（荒内）

 実際に会うことで 

   自分たちの成長へつながった

島根県立大学看護学部・松江高等看護学院

 ７月９日、島根県立大学看護学

部３年生６人と、同日松江高等看

護学院の看護学生３人が来所さ

れ、精神科デイケアたんぽぽ、自立

訓練施設コスモス、八雲会作業所、

地域活動支援センタービ・フレン

ディングを見学されました。 

 精神科病院から退院された方々

を地域で支える事業所で、直接利

用者の方たちと話をしてもらった

り、事業所の説明を受けられまし

た。以下は学生の方の感想です。        

（森脇）

初めてだけど、楽しかったです！



楽しんでいただけたのではないか

と思います。     （貝谷）
風での天候悪化のため延期をして

の開催となり、地域の方も含め、多

くの皆さまにお越しいただきあり

５ 

地域連携を 

考える

７月４日、地域活動支援セン

ター ビ・フレンディングにおい

て、家族交流会が開催されまし

た。 

 例年、夏と冬に年２回開催して

いましたが、今年度は回数を減ら

す代わりに参加者の方への周知徹

底を強化することを目標にかかげ

て、今回限りの開催となりまし

 ①テーマに沿った寸劇鑑賞 

 ②グループに分かれての懇談会 

というスタイルでしたが、今回は

形を変えて、

 ①ご家族の体験発表 

 ②グループに分かれての懇談会 

というスタイルで交流頂きまし

た。下記は参加された方の声で

す。 

互いのつらさやしんどさを分かち

合えることが出来て、とてもよ

かった。 

・色々な方の話を伺うことが出来

てとても参考になった。自分一人

が大変な思いをしているのではな

い、ということを知る事が出来

た。         （森脇）

分かち合える大切さを共有 
今年度の家族交流会に２９人が参加

テレビの寄贈について
４月２８日に、山陰合同銀行

「ごうぎん一粒の麦の会」より、

外来待合室のテレビを寄贈して

いただきました。 

 「ごうぎん一粒の麦の会」は、

山陰合同銀行とその関連会社の

役職員の皆さまが募金を行い、

地域社会への感謝の気持ちを表

すために奉仕していくことを目

的とした会です。 

 春先に、山陰合同銀行古志原

支店さまより、患者さんの治療・

療養の一助になる物品を寄贈い

ただけるといったお話をいただ

きました。思いもよらぬお話で

したが、多くの患者さんを対象

に、療養・受診環境の改善につな

がるものとして、今まで設置し

ていなかった外来待合室のテレ

ビの購入に充てさせていただく

こととし、設置をさせていただ

きました。 

 設置以来、多くの外来患者さ

んの通院やご家族の待ち時間の

気分転換の手助けとなっており

ます。 

「ごうぎん一粒の麦の会」の

皆さまにお礼申し上げますと共

に、この紙面でのご報告といた

しました。 

（田中）

「ひまわりの約束」を 

熱唱するびふれコーラス隊

テレビと目録を受け取る 

角南理事長（右）



医療法人 仁風会 
○八雲病院外来診療時間午前中のみ 

 平日８：３０―１２：３０／土 ８：３０―１２：３０ 

休診日…日曜日、祝日、お盆、年末年始 

 松江市大庭町１４６０－３  

            電   話（０８５２）２３－３４５６（代表） 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３４９５ 

  ・デイケアたんぽぽ（精神科デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

月曜日―金曜日 午前９：３０－午後３：３０ 

  ・デイケア八雲（重度認知症デイケア） 

  ※お問い合わせは代表まで 

月曜日―金曜日 午前９：００－午後３：４０ 

   ○コスモス（自立訓練【生活訓練】事業所） 

 松江市大庭町１４５９－１ 

            電   話（０８５２）２３－３３６０ 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３３７０ 

   ○ビ・フレンディング（地域活動支援センター・相談支援事業所） 

   松江市大庭町１４６１－３ 

              電   話（０８５２）２３－４１１１ 

              ＦＡＸ（０８５２）２３－４１１２ 

   ○雲陽の里(認知症グループホーム・介護保険) 

   松江市大庭町１４５９－１ 

              電話（０８５２）２３－３７００ 

   ○居宅介護支援事業所 医療法人 仁風会 八雲病院 

  ※お問い合わせは代表まで

６ 

ご意見箱 

 広報誌「遊便」に対するご意見・ご感想

などございましたら、ぜひ下記までお寄せ

いただくと喜びます。今後とも医療法人仁

風会、広報誌「遊便」共々よろしくお願い

致します。 

  〒690-0033 

  松江市大庭町１４６０－３ 

 （医）仁風会 広報委員会 

  0852-23-3456  まで 

【 ご 案 内 】  

駐 車 場  

八 雲 病 院  

● H O K 山 代 店  

● バ ス 停

し ら ゆ り ●  

保 育 園  

松 江 バ イ パ ス  

● 松 江 工 業 高 校  山 陰 ●  

古志原支店

↓  至 浜 乃 木  

至 八 雲 町  

   →  国 道 4 3 2 号 線  

桧 山 ト ン ネ ル  

八 雲 病 院 精 神 科 病 棟  

認 知 症 治 療 病 棟  

1 F  地 域活動支援セ ンター ビ・フレンディング

2 F  デ イ ケ ア  た ん ぽ ぽ  

認知症グループホーム 雲 陽 の 里  

生 活 訓 練 施 設  コ ス モ ス  

馬  橋  側  

【 J R 松 江 駅 よ り 5 k m 】  

●  バ ス （ 一 畑 交 通 ）  

八 雲 ・ 大 庭 行 き (④ タ ー ミ ナ ル  

山 代 町 下 車  徒 歩 1 分 )  

編
集
後
記

八
雲
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毎
年
夏
に
省
エ
ネ

の
た
め
、
幾
つ
か
の
部
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で
ゴ
ー
ヤ
ー

を
育
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
て
い

ま
す
。
最
初
は
小
さ
か
っ
た
芽
が
、
ぐ

ん
ぐ
ん
育
ち
、
窓
を
覆
う
ほ
ど
の
立
派

な
カ
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テ
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な
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圧
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す
。

今
年
の
夏
も
、
猛
暑
に
関
わ
ら
ず

ゴ
ー
ヤ
ー
は
見
事
に
成
長
し
、
病
院
を

涼
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

不
思
議
な
も
の
で
、
夏
が
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
あ
の
暑
さ
を
恋
し
く
感
じ
て

し
ま
う
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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わ
た
く
し
た
ち
の
理
念

わ
た
く
し
た
ち
は
心
の
声
を
大
事
に
し
ま
す

わ
た
く
し
た
ち
は
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す

八
雲
病
院

【JR松江駅より５km】 
●バス（一畑交通） 

八雲・大庭行き（④ターミナル 山代町下車 徒歩５分）

山陰合銀 


